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五
條
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
及
び

　
　
　
　
　

第
４
回
12
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
10
月
23
日
に
開
会
し
、

会
期
を
10
月
25
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
定
し
、
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
、
議
案
の
審
議
及
び
議
決
を
行
い
、
25
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
第
４
回
12
月
定
例
会
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

負
託
を
受
け
た
初
議
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
12
月
４
日

に
開
会
、
会
期
を
12
月
25
日
ま
で
の
22
日
間
と
決
定
し
、

ま
ず
正
・
副
議
長
の
選
挙
や
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
の
選
任
並
び
に
「
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
」「
新

庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会
」
な
ど
の
設

置
を
行
い
、
７
日
に
は
市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
立
奈
良
県
立
五
條
高
等
学
校

賀
名
生
分
校
寄
宿
舎
設
置
条
例
の
制
定
を
始
め
、
市
道
路

線
の
認
定
及
び
変
更
、
平
成
29
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
五
條
市
監
査
委
員
の

選
任
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
、
精
神
障
害
者
の
交
通
運
賃
割
引
を
求
め
る

意
見
書
並
び
に
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
等
に
関
す
る
意
見
書
や
、
五
條
市
上
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
提

案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
９
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
12
月
22
日
に
議
事
日
程
を

終
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。 　

編　

集　

後　

記

　

今
年
も
は
や
２
月
、
暦
の

上
で
は
立
春
も
間
近
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
そ

う
で
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
66
号
か
ら
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
編
集
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
一
同
よ
り
よ
い
広

報
誌
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
こ

の
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
に
は
本
年
の
第
１
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

 

委
員
長　
　
　

 

伊
谷　

賢
司

 

副
委
員
長　
　

 

岩
本　

  

孝

 

委
員　
　
　
　

  

山
口　

耕
司

   

〃　
　
　
　

   

吉
田　

  

正  
   

〃　
　
　
　

   

養
田　

全
康  

   

〃（
議
長
）　   

平
岡　

清
司 

   

〃（
副
議
長
）     

窪　

         

佳
秀

問い合わせ先 　五條市議会事務局
電話　（２３）２０００　〒637－8501 五條市本町 1丁目 1番 1号
平成 30年 2月 1日発行　市議会だよりGOJO 6６号

　　　　（「早春」　東野　隆弘氏　撮影）

　

11
月
６
日
月
曜
日
、
南
奈
良

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
29
年
第
２
回
南
和

広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
概
要

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
28
年

度
南
和
広
域
医
療
組
合
病
院
事

業
会
計
決
算
認
定
、
平
成
29
年

度
南
和
広
域
医
療
企
業
団
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案
、

南
和
広
域
医
療
企
業
団
職
員
の

配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等

５
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
理
事
者
側
か
ら
南
和

広
域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会

計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
算
出
で

派
遣
か
ら
の
借
入
金
で
１
億
３
，

４
１
６
万
６
，
０
０
０
円
の
黒

字
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
説
明･

報
告
を
了
承
し
、
委
員
会
を
終

了
。

　

続
い
て
本
会
議
が
行
わ
れ
、

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致

で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

目　次

16定例会の概要1

　  精神障害者の交通運賃割引を求める意見書

　障害者基本法は、精神障害者も身体障害者及
び知的障害者と同じ障害者として定義されてお
り、障害者の自立及び社会参加支援等に向けた
基本理念を定めております。
　障害者の自立や社会参加を促進するためには
公共交通機関などの移動支援の確保が必要不可
欠であり、各種交通事業者は、ＪＲ、民間鉄道、
航空、旅客船、バス、タクシー、高速道路など
を対象に障害者に対する交通運賃割引制度を設
け、障害者の経済的負担の軽減を図っておりま
す。
　しかし、精神障害者については、現在もなお
交通運賃割引制度の対象から除外されており、
社会参加を促す上で大きな課題となっておりま
す。
　精神障害者家族会の全国組織である全国精神
保健福祉会連合会が実施したアンケート調査結
果（回答者約４，８００人）によると、精神障
害者の１カ月の平均収入は約６万円、そして無
年金者は約２０％にも及び、当然のこととして
交通費の負担が大きく、作業所に行くのをやめ
た、どこにも出かけないようにしている、外出
は自転車で行ける範囲など、社会参加には、ほ
ど遠い深刻な実態が明らかになっております。
　改正障害者基本法、障害者総合支援法、障害
者差別解消法などの国内法が整備され、平成26
年２月に国連障害者権利条約が締結され、同条
約第２０条では「障害者自身が、自ら選択する
方法で、自ら選択する時に、かつ、負担しやす
い費用で移動することを容易にすること。」及
び第４条では「障害者に対する差別となる既存
の法律、規則、慣習及び慣行を修正し、又は廃
止するための全ての適当な措置(立法を含む。)
をとること。」「この条約と両立しないいかな
る行為又は慣行も差し控えること。また、公の
当局及び機関がこの条約に従って行動すること
を確保すること。」と定めております。
　一連の国内法や条約に照らせば、障害者の交
通運賃割引制度から精神障害者が除外されてい
る状況は、一刻も早く是正されなければならな
い問題であります。
　よって、国においては、精神障害者も身体障
害者及び知的障害者と同等に交通運賃割引制度
の適用対象とするよう各種交通事業者に働きか
け、必要な措置を講ずるよう強く要望する。

 　ここに地方自治法第９９条の規定により意見
書を提出する。

　平成２９年１２月２２日　　   五 條 市 議 会

    道路整備事業に係る国の財政上の 特別措置に関す
る法律の規定による補助率等の嵩上げ措置の継続等
に関する意見書書

　五條市は、奈良県の南和地域の中心として大阪府、
和歌山県、吉野方面に向かう結節点であり、古来よ
り交通の要衝として発展してきたが、近年は高齢化
と若者の人口流出により人口減少に歯止めがかから
ない状況の下、市内３地区において県とまちづくり
連携協定を締結し、地域活性化に向けて、基本構想・
基本計画を策定し、まちづくりを進めております。
　本年、念願でありました京奈和自動車道の五條北
インターチェンジから御所南インターチェンジ間が
８月に開通し、和歌山ジャンクションから橿原高田
インターチェンジ間の６１．７ｋｍが１本に繋がっ
たところでありますが、以北の橿原高田インターチ
ェンジから橿原北インターチェンジ間は未整備であ
ることから、休日は開通区間のトンネル内部まで渋
滞が発生している状況下にあり、京奈和自動車道の
早期の全線開通は不可欠であります。
　また、山間地域である西吉野町、大塔町へ繋がる
１６８号は毎年のように土砂崩れによる通行止めが
発生し、地域住民の生活道路を寸断するばかりだけ
ではなく、近隣の十津川村、野迫川村の産業や観光
などの地域振興の発展にも大きな影響を及ぼしてい
る状況であります。
　平成２３年９月の紀伊半島大水害により、県南部
を中心に甚大な被害が発生し、近年ようやく復興に
向けて進み始めているところではありますが、近い
将来に発生が危惧される南海トラフ大地震や、今後
も発生するであろう土砂災害に備え、命の道である
国道１６８号の災害防除事業や地域高規格道路の整
備は、本市において極めて重要な施策であり、課題
解決までには、まだまだ道のりは長く険しいところ
であります。
　このような状況において、「道路整備事業に係る
国の財政上の特別措置に関する法律」の規定による
補助率等の嵩上げ措置が、平成２９年度で終了とな
ることは、本市の今後の産業、観光の発展を大きく
揺るがすものであります。
　よって、国におかれましては、道路財特法の嵩上
げ措置を、平成３０年度以降も継続し、今後とも
「国民の安全安心の確保」や「地方の産業・観光の
発展による地域の活性化」の実現に向けて、地方の
道路財源をより一層充実強化されるよう強く求め
るものである。
    
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　平成２９年１２月２２日　　  五 條 市 議 会

議
員
紹
介　

       　
　
　
　
　
　

   　

２
ペ
ー
ジ

一
般
質
問　
　
　
　
　
　
　
　

   

３
〜
11
ペ
ー
ジ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
告　

 　

  

1２
ペ
ー
ジ

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
の
報
告　

       

13
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果
ほ
か　

    

14
・
15
ペ
ー
ジ

意
見
書
・
編
集
後
記         　

             

16
ペ
ー
ジ



3 一般質問 2議員紹介

議　

員　

紹　

介

　　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
岡 

清
司　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

54
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

昨
年
11
月
の
一
般
選
挙
に
お
き
ま
し
て

私
ど
も
12
名
の
議
員
が
、
新
し
く
市
民
の

皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
、
そ
の
後
の
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
、

円
滑
な
議
会
運
営
と
本
市
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
全
力

を
尽
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪　

佳
秀　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

65
歳

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 　

孝   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

67
歳

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
副
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
谷 

賢
司 

                                  　
　
　

49
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

 

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員
長

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
田 

全
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

 

39
歳

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野 

雅
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

      

54
歳

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

副
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

正  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

60
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
塚　

実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

53
歳

 ・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

                                     

山
口 

耕
司　

　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

      

62
歳

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員　

  　

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

・
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

吉
田 

雅
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　

          　
65
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

                                   

藤
冨
美
恵
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

     

68
歳

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員
長

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

                                     

大
谷 

龍
雄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　

71
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会  

   

委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

台
風
21
号
及
び
22
号
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て

（
道
路
・
河
川
災
害
の
現
況
と
復
旧

　

に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て
）

山
口　

10
月
22
日
に
多
く
の
災

害
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
党

県
本
部
と
連
携
を
取
り
、
27
日

に
熊
野
正
士
参
議
院
議
員
・
県

本
部
代
表
岡
県
議
等
と
と
も
に
、

上
之
町
・
生
子
町
の
お
見
舞
い

と
視
察
を
行
い
、
要
望
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。
11
月
５
日

再
び
熊
野
参
議
院
議
員
と
河
川

の
氾
濫
で
被
災
し
た
柿
畑
の
視

察
を
行
っ
た
。
11
月
27
日
に
激

甚
災
害
の
指
定
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
交
付
・
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

担
当
課
に
確
認
す
る
と
傾
斜

角
度
20
度
以
上
は
激
甚
災
害
の

対
象
外
に
な
る
と
報
告
を
受
け
、

東
京
の
熊
野
参
議
院
議
員
事
務

所
に
確
認
、
傾
斜
角
度
等
を
認

定
す
る
の
は
県
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
岡
県
議
よ
り
県
議
会
委

員
会
で
の
質
疑
後
、
見
直
し
と

な
っ
た
が
、
道
路
・
河
川
の
災

害
の
現
況
と
復
旧
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

道
路
関
連
が

１
５
０
件
・
河
川
関
連
が
23
件
・

そ
の
他
３
件
で
、
被
害
額
は
概

算
で
10
億
３
，
９
０
０
万
円
、

１
月
下
旬
ま
で
に
国
の
査
定
と

な
っ
て
い
る
。

山
口　

県
管
理
の
１
級
河
川
に

お
い
て
計
画
最
高
水
位
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
構
築
し
て

い
る
が
、
こ
の
水
位
を
超
流
し

被
害
が
多
く
出
て
い
る
。
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

技
監　

水
位
の
見
直
し
を
行
い
、

堆
積
土
砂
の
撤
去
・
構
造
物
の

か
さ
上
げ
・
水
位
の
監
視
体
制

の
強
化
等
を
行
う
予
定
と
聞
い

て
い
る
。

（
農
地
・
山
林
災
害
の
現
況
と
復
旧

　

に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て
）

産
業
環
境
部
長　

農
地
は
79
件
、

農
業
用
施
設
・
山
林
は
65
件
、

被
害
額
は
概
算
で
11
億
３
０
０

万
円
で
あ
る
。

山
口　

農
地
が
激
甚
災
害
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

公
明
党
の
方
々
に
配
慮

い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

国
・
県
の
協
力
を
得
て
、
補
助

率
増
高
申
請
等
を
行
い
、
農
家

負
担
の
軽
減
に
向
け
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

（
ク
リ
ー
ン
な
街
づ
く
り
の
取
組
に

  

つ
い
て
）

山
口　

現
み
ど
り
園
で
は
、
午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま

で
持
込
が
で
き
な
い
理
由
と
、

今
後
出
屋
敷
町
に
市
の
中
継
所

が
建
設
さ
れ
た
と
き
の
対
応
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
環
境
部
長　

資
源
ご
み
の

分
別
や
搬
出
を
行
う
車
両
等
が

往
来
し
、
危
険
性
が
高
ま
っ
た

た
め
持
込
を
停
止
し
て
い
る
。

今
後
新
施
設
で
の
受
入
時
間
帯

は
市
民
に
不
便
を
掛
け
な
い
よ

う
前
向
き
に
検
討
す
る
。

山
口　

地
域
集
積
場
所
の
改
善

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
環
境
部
長　

　

地
域
の
格
差

が
あ
り
、
歩
道

を
塞
い
で
い
る

こ
と
、
鳥
獣
被

害
で
衛
生
上
問

題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

今
後
格
差
を
是
正
し
、
集
積
場

所
の
増
加
や
自
治
会
か
ら
の
要
望

に
検
討
し
、
で
き
る
限
り
答
え
て

ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

１
．
使
用
教
科
書
に
係
る
音
声
教

　
　

材
に
つ
い
て

　

①
本
市
に
お
け
る
需
要
調
査
結

　
　

果
に
つ
い
て

　

②
本
市
で
の
取
組
に
つ
い
て

２
．
改
正
障
害
者
総
合
支
援
法
に

　
　

つ
い
て

　

①
高
齢
障
が
い
者
が
介
護
保
険

　
　

に
移
行
し
た
場
合
の
利
用
者

　
　

負
担
に
つ
い
て

　

②
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

３
．
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

①
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施

　
　

策
に
つ
い
て

　

②
介
護
保
険
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　
　

を
「
地
域
の
足
」
に
活
用
で

　
　

き
る
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

                                                                                                                                                                                              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

                                                                                                                                                                                                                                                                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　  

　
　



3 一般質問 2議員紹介

議　

員　

紹　

介

　　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
岡 

清
司　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

54
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

昨
年
11
月
の
一
般
選
挙
に
お
き
ま
し
て

私
ど
も
12
名
の
議
員
が
、
新
し
く
市
民
の

皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
、
そ
の
後
の
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
、

円
滑
な
議
会
運
営
と
本
市
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
全
力

を
尽
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪　

佳
秀　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

65
歳

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 　

孝   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

67
歳

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
副
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
谷 

賢
司 

                                  　
　
　

49
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

 

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員
長

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
田 

全
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

 

39
歳

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野 

雅
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

      

54
歳

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
副
委
員
長

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

副
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

正  　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

60
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
塚　

実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

53
歳

 ・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

                                     

山
口 

耕
司　

　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

      

62
歳

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員　

  　

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

・
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員

・
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

吉
田 

雅
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　

          　
65
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

                                   

藤
冨
美
恵
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

     

68
歳

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員
長

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会

　

委
員

                                     

大
谷 

龍
雄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　

71
歳

・
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
委
員

・
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

・
新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会  

   

委
員

・
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

台
風
21
号
及
び
22
号
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て

（
道
路
・
河
川
災
害
の
現
況
と
復
旧

　

に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て
）

山
口　

10
月
22
日
に
多
く
の
災

害
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
党

県
本
部
と
連
携
を
取
り
、
27
日

に
熊
野
正
士
参
議
院
議
員
・
県

本
部
代
表
岡
県
議
等
と
と
も
に
、

上
之
町
・
生
子
町
の
お
見
舞
い

と
視
察
を
行
い
、
要
望
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。
11
月
５
日

再
び
熊
野
参
議
院
議
員
と
河
川

の
氾
濫
で
被
災
し
た
柿
畑
の
視

察
を
行
っ
た
。
11
月
27
日
に
激

甚
災
害
の
指
定
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
交
付
・
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

担
当
課
に
確
認
す
る
と
傾
斜

角
度
20
度
以
上
は
激
甚
災
害
の

対
象
外
に
な
る
と
報
告
を
受
け
、

東
京
の
熊
野
参
議
院
議
員
事
務

所
に
確
認
、
傾
斜
角
度
等
を
認

定
す
る
の
は
県
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
岡
県
議
よ
り
県
議
会
委

員
会
で
の
質
疑
後
、
見
直
し
と

な
っ
た
が
、
道
路
・
河
川
の
災

害
の
現
況
と
復
旧
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

道
路
関
連
が

１
５
０
件
・
河
川
関
連
が
23
件
・

そ
の
他
３
件
で
、
被
害
額
は
概

算
で
10
億
３
，
９
０
０
万
円
、

１
月
下
旬
ま
で
に
国
の
査
定
と

な
っ
て
い
る
。

山
口　

県
管
理
の
１
級
河
川
に

お
い
て
計
画
最
高
水
位
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
構
築
し
て

い
る
が
、
こ
の
水
位
を
超
流
し

被
害
が
多
く
出
て
い
る
。
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

技
監　

水
位
の
見
直
し
を
行
い
、

堆
積
土
砂
の
撤
去
・
構
造
物
の

か
さ
上
げ
・
水
位
の
監
視
体
制

の
強
化
等
を
行
う
予
定
と
聞
い

て
い
る
。

（
農
地
・
山
林
災
害
の
現
況
と
復
旧

　

に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て
）

産
業
環
境
部
長　

農
地
は
79
件
、

農
業
用
施
設
・
山
林
は
65
件
、

被
害
額
は
概
算
で
11
億
３
０
０

万
円
で
あ
る
。

山
口　

農
地
が
激
甚
災
害
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

公
明
党
の
方
々
に
配
慮

い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

国
・
県
の
協
力
を
得
て
、
補
助

率
増
高
申
請
等
を
行
い
、
農
家

負
担
の
軽
減
に
向
け
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
。

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

（
ク
リ
ー
ン
な
街
づ
く
り
の
取
組
に

  

つ
い
て
）

山
口　

現
み
ど
り
園
で
は
、
午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま

で
持
込
が
で
き
な
い
理
由
と
、

今
後
出
屋
敷
町
に
市
の
中
継
所

が
建
設
さ
れ
た
と
き
の
対
応
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
環
境
部
長　

資
源
ご
み
の

分
別
や
搬
出
を
行
う
車
両
等
が

往
来
し
、
危
険
性
が
高
ま
っ
た

た
め
持
込
を
停
止
し
て
い
る
。

今
後
新
施
設
で
の
受
入
時
間
帯

は
市
民
に
不
便
を
掛
け
な
い
よ

う
前
向
き
に
検
討
す
る
。

山
口　

地
域
集
積
場
所
の
改
善

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
環
境
部
長　

　

地
域
の
格
差

が
あ
り
、
歩
道

を
塞
い
で
い
る

こ
と
、
鳥
獣
被

害
で
衛
生
上
問

題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

今
後
格
差
を
是
正
し
、
集
積
場

所
の
増
加
や
自
治
会
か
ら
の
要
望

に
検
討
し
、
で
き
る
限
り
答
え
て

ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

１
．
使
用
教
科
書
に
係
る
音
声
教

　
　

材
に
つ
い
て

　

①
本
市
に
お
け
る
需
要
調
査
結

　
　

果
に
つ
い
て

　

②
本
市
で
の
取
組
に
つ
い
て

２
．
改
正
障
害
者
総
合
支
援
法
に

　
　

つ
い
て

　

①
高
齢
障
が
い
者
が
介
護
保
険

　
　

に
移
行
し
た
場
合
の
利
用
者

　
　

負
担
に
つ
い
て

　

②
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

３
．
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

①
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施

　
　

策
に
つ
い
て

　

②
介
護
保
険
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　
　

を
「
地
域
の
足
」
に
活
用
で

　
　

き
る
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

                                                                                                                                                                                              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

                                                                                                                                                                                                                                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  

　
　  

　
　



５ 一般質問 ４一般質問

台
風
21
号
の
災
害
に
つ
い
て

養
田　

市
民
の
皆
様
の
生
活
に

直
結
し
て
い
る
市
道
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
早
急
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
長
期
復

旧
が
必
要
な
箇
所
は
何
箇
所
あ

る
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

北
曽
木
線
・

湯
川
大
淀
線
・
北
浦
線
・
車
谷

湯
谷
市
塚
線
の
４
路
線
で
災
害

規
模
が
大
き
く
、
１
月
中
旬
よ

り
災
害
査
定
が
入
る
。
北
曽
木

線
が
一
番
大
き
な
災
害
に
な
っ

て
い
る
。

養
田　

北
曽
木
線
の
迂
回
路
は

山
間
部
で
カ
ー
ブ
も
多
く
舗
装

が
悪
く
険
し
い
道
で
あ
り
、
市

道
が
復
旧
す
る
ま
で
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。
一
日
も
早
い
４

路
線
の
復
旧
が
必
要
で
、
早
急

に
対
応
願
う
。

都
市
整
備
部
長　

国
の
災
害
査

定
に
か
け
る
た
め
、
申
請
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

養
田　

大
雨
の
中
、
高
齢
の
方

や
交
通
弱
者
が
早
期
避
難
し
た

際
に
座
布
団
や
毛
布
の
提
供
が

な
か
っ
た
と
聞
い
た
が
、
避
難

所
に
避
難
さ
れ
た
市
民
の
方
に

対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。
避
難
準
備
・
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
等
避
難
に
も
段

階
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
避
難
場
所
で
は
親
身
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
。

危
機
管
理
監　

基
本
的
に
は
避

難
者
自
身
で
用
意
し
て
い
た
だ

く
の
が
ル
ー
ル
だ
が
、
施
設
間

に
も
差
が
あ
る
と
考
え
る
。
今

後
は
職
員
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
作
成
し
研
修
し
て
ま
い
る
。

養
田　

上
野
公
園
や
阪
合
部
ミ

ニ
グ
ラ
ン
ド
は
洪
水
時
に
は
遊

水
池
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
上
野
公
園
は
開
設
か
ら
何
度

災
害
に
遭
っ
て
い
る
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

国
土
交
通
省

か
ら
遊
水
池
で
あ
れ
ば
、
築
堤

工
事
は
し
な
い
と
の
話
で
あ
り
、

遊
水
池
で
は
な
い
と
の
認
識
で

あ
る
。
上
野
公
園
の
浸
水
被
害

は
開
設
し
て
か
ら
５
回
で
あ
る
。

養
田　

五
條
市
内
で
上
野
公
園

周
辺
ほ
ど
水
害
の
多
い
場
所
は

な
い
と
考
え
る
。
今
回
も
車
の

水
没
が
２
件
発
生
し
、
地
元
消

防
団
に
救
助
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
開
設
後
５
回
の
災
害
が
あ

る
中
、
ま
ず
は
災
害
が
起
き
る

る
箇
所
か
ら
対
策
工
事
を
国
へ

要
望
し
早
急
に
対
応
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

市
長　

国
へ
の
要
望
活
動
は
毎

年
行
っ
て
い
る
が
、
国
の
考
え

方
で
は
上
流
か
ら
し
て
い
く
の

が
基
本
原
則
で
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

３
年
前
の
堆
積
土
砂
を
撤
去

す
る
工
事
や
ダ
ム
の
水
量
調
整

を
行
い
、
浸
水
し
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
支
線
の
川
の
水

量
が
原
因
で
今
回
の
浸
水
と
な

っ
た
。
今
後
、
要
望
活
動
を
活

発
化
し
て
い
く
。

当
市
に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業
に

つ
い
て

養
田　

以
前
か
ら
何
度
と
な
く

提
案
し
て
い
る
保
育
料
の
無
償

化
に
つ
い
て
、
大
都
市
圏
内
で

は
値
上
げ
を
し
て
い
る
市
町
村

も
あ
る
が
、
人
口
減
少
し
て
い

る
地
方
都
市
で
は
、
人
口
増
加

を
促
す
た
め
に
保
育
料
の
軽
減

し
て
い
る
市
町
村
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
五
條
市
で
も
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
、
ま
た
財
源
は

年
間
い
く
ら
必
要
な
の
か
伺
う
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

五
條
市

で
保
育
料
を
完
全
無
償
化
す
る

と
、
公
立
・
私
立
・
委
託
・
延

長
保
育
を
含
め
て
１
億
２
，
６

０
０
万
円
程
度
必
要
と
な
る
。

養
田　

国
は
消
費
税
の
増
税
と

共
に
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
す

る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

人
口
増
加
を
考
え
る
と
国
が

行
う
前
に
、
独
自
に
無
償
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
強
く
思
う
。

守
口
市
や
相
生
市
の
動
向
を
参

考
に
無
償
化
を
再
度
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問　

　

介
護
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

窪　

台
風
に
よ
る
被
害
の
報
告

先
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

危
機
管
理
課
が

窓
口
と
な
り
、
担
当
課
を
紹
介

す
る
。

復
旧
の
対
応
に
つ
い
て

窪　

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
な

い
、
対
象
外
の
災
害
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

今
回
の
激
甚

災
害
対
象
は
、
農
地
・
農
業
用

施
設
の
復
旧
事
業
が
対
象
で
あ

る
。
対
象
外
の
災
害
は
①
市
単

独
土
地
改
良
事
業
補
助
金
、②

材
料
支
給
、③
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
制
度
、④
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
で

対
応
す
る
。

危
機
管
理
監　

住
宅
へ
の
二
次

災
害
防
止
及
び
宅
地
内
の
流
入

土
砂
等
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

五
條
市
単
独
災
害
対
策
補
助
金

制
度
が
あ
る
。

窪　

個
人
所
有
地
の
復
旧
の
た

め
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
す

る
。

防
災
行
政
無
線
の
活
用
状
況
に

つ
い
て

窪　

今
回
の
台
風
で
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
と
思
う
が
、

家
の
中
に
い
た
市
民
が
多
く
、

ま
た
、
風
の
音
等
で
内
容
が
聞

こ
え
な
い
等
の
声
を
聞
く
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

聞
き
取
れ
な
い

場
合
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
☎
２
２―

２
２
３
３
）
や
Ｆ

Ｍ
五
條
、
携
帯
電
話
エ
リ
ア
メ

ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、

音
量
を
最
大
に
す
る
と
と
も
に

２
回
放
送
し
て
い
た
も
の
を
繰

り
返
し
放
送
を
行
う
。

窪　

北
宇
智
地
区
住
川
町
の
放

送
設
備
が
不
十
分
で
あ
る
。
調

査
を
行
い
検
討
す
る
と
と
も
に
、

一
人
暮
ら
し
の
人
に
は
個
別
受

信
機
の
増
設
も
お
願
い
す
る
。

避
難
所
の
対
応
に
つ
い
て

窪　

避
難
所
に
自
主
避
難
す
る

時
に
持
参
す
る
物
の
周
知
・
啓

発
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

防
災
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
等
に
お
い
て
周
知
し
て
い

る
が
、
日
頃
か
ら
必
要
な
物
等

の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
避

難
さ
れ
る
よ
う
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

窪　

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を

区
分
し
、
市
が
準
備
す
る
物
・

避
難
者
が
準
備
す
る
物
を
啓
発

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
の
活
性
化
に
つ
い
て

窪　

五
條
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
利
用
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

現
在
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
を
立
ち
上
げ
議
論
を
深
め

て
い
る
。
若
手
職
員
を
対
象
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
計
画
を

固
め
て
行
き
、
併
せ
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
可
能
性
の
調
査
を
行
う
。

窪　

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
で
し
か

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
魅
力
を
出
す
。
に
ぎ
わ
い

が
生
み
出
さ
れ
道
の
駅
か
ら
市

内
各
地
へ
周
遊
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
質
の
高
い
仕
組
み
を

探
る
た
め
議
論
を
続
け
る
。

市
長　

京
奈
和
自
動
車
道
大
和

御
所
道
路
の
開
通
に
よ
り
五
條

と
近
畿
各
地
は
近
く
な
っ
た
。

中
南
和
の
玄
関
口
と
し
て
の
顔

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
来
訪

者
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
あ
り
き
た
り
の
も
の
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
民
間
活
力
を
検
討
す

る
。


